
「申請付属書」４.の内容と一致させ
てください。

ひな型の赤字に沿って簡潔に
入力してください。

2つの数字が収支計画書内
の数字と一致しているか
ご確認ください。

「団体」で申請の
場合、こちらに
入力してください。
また、団体の定
款・規約・会則等
を必ず添付して
ください。

ひな型の赤字に沿って入力
してください。

申請要領、申請書類作成ガイドをよくお読みの
上、入力してください。申請書類赤字の注意事項
もお読みください。

申請団体を入力してください。個人申請の場合で芸名がある
場合、芸名ではなく、本名を入力してください。

【記入例】



申請者個人／団体の国際交流基金からの
助成実績を入力してください。

団体申請の場合、団体代表者が
事業責任者や経理責任者を
兼ねることはできません。

確実に連絡
がとれる
E-mail、
電話番号を記
載してください。

アーティスト個人名を記載する場合で、
芸名がある場合は芸名を記載してください。

「個人」で
申請の場合、
芸名欄から
URL欄まで
入力してください。
なお、「個人」の場合、
申請団体欄は
入力不要です。

「団体」で
申請の場合、
代表者欄から
経理責任者欄
まで入力して
ください。



「申請付属書」３.の団員数合計と収支計画書の渡航人数
と一致しているかご確認ください。

申請者ご自身ではなく、現地招へい者に関する情報(招へい団体すべて）を入力
してください。個人からの招へいは助成対象とはなりません。

該当するものを
すべて選択して
ください。

公演の内容を簡潔にまとめて入力してください。
抽象的な記述ではなくできる限り具体的な記述
としてください。

今回招へいを受けた際の背景情報（招へい団体が招へ
い状を発行するに至った）を把握できるよう記述してくだ
さい。

申請者ご自身ではなく、現地招へい者（事業の主催者）を記載してください。
国際交流基金の海外事務所、日本国大使館・総領事館は招へい団体とみなさ
れません（申請要領p2参照）。



現地で実際に公演等を実施する主な方々のプロフィール
を簡潔に説明してください。

主に国内外の各種メディアに記事掲載される目標件数
及び媒体を入力してください。また、事業の目標をどれくらい
達成できたかを、事業実施後に客観的に評価できる基準を
説明してください。

申請付属書の会場収容人数の合計と矛盾が生じないよう
記述してください。オンライン配信が付随する場合、現実的
な数字を記述してください。

現地で事業を実施する目的と、期待される効果を具体的に
説明してください。

現時点までの準備状況及び渡航までの計画を説明して
ください。いつ、何がなされたか、今後なされるのか等、
具体的な作業進行状況を確認できる形で記述してください。



事業終了後以降の活動計画について説明してください。
また、事業の成果について、どこでどのように公表するか
を簡潔に説明してください。

招へい団体（現地フェスティバル等）の映像ではなく、申請
者（渡航するアーティスト等）の公演内容（演技・演奏等）が
わかる映像のURLを入力してください。
事業内容の参考としますので、できるだけ申請案件に
対応する内容を共有してください。

必ず確認し、□にチェックを入れて
ください。
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